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黙想
もくそう

タイム 

*賛
さん

 美
び

   

献金
けんきん

と感謝
かんしゃ

のお祈
いの

り  24-1 

*主
しゅ
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さん
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び

  

*祝
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 福
ふく

   八木
や ぎ
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ひ ろ し
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ぼ く し

 

後  奏
こ う  そ う

 

天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ。願
ねが

わくは御名
み な

をあがめさせたまえ。御国
み く に

を来
き

たらせたまえ。 

みこころの天
てん

になるごとく、地
ち

にもなさせたまえ。我
われ

らの日用
にちよう

の糧
かて

を今日
き ょ う

も与
あた

えたまえ。我
われ

らに罪
つみ

を犯
おか

すものを我
われ

らが赦
ゆる

すごとく、我
われ

らの罪
つみ

をも赦
ゆる

したまえ。 

我
われ

らを試
こころ

みにあわせず、悪
あく

より救
すく

いいだしたまえ。 

国
くに

と力
ちから

と栄
さか

えとは、限
かぎ

りなくなんじのものなればなり。      アーメン 

３６ いまでかけよう 

「 神
かみ

は、その独
ひと

り子
ご

をお与
あた

えになったほどに、世
よ

を愛
あ い

された。 」 

ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

 ３章
しょう

１６節
せつ

a より  

 

・そろそろ期末
き ま つ

・学
がく

年末
ねんまつ

の時期
じ き

に入
はい

りますね。ＣＳに出る
で  

ことで生活
せいかつ

にリズムを作り
つく  

、元気
げ ん き

を

もらいましょう。・教会
きょうかい

に来
こ

られない時
とき

は、LINEを利用
り よ う

して家庭
か て い

礼拝
れいはい

をおささげしましょう。 

・次週
じしゅう

のお話
はなし

も楽
たの

しみにしてください。 

「ぼくの心
こころ

の中
なか

が」 

 
天
てん

にいらっしゃいます父
ちち

なる神
かみ

さま。いつも私たち
わたし     

をお守
  まも

りくださり、ありがとうございます。

今日
き ょ う

から始まる
は じ    

新しい
あたら     

週
しゅう

も、イエスさまの愛
あい

のうちに歩ませて
あ ゆ      

ください。イエスさまは、私
わたし

たち

がつらい時
とき

や悲しい
か な    

時
とき

に、その苦しみ
く る    

をわかってくださり、慰め
なぐさ  

、共
とも

に歩んで
あ ゆ    

くださいますから感謝
かんしゃ

いたします。今週
こんしゅう

も、教会
きょうかい

学校
がっこう

に連なる
つ ら    

ひとり一人
ひ と り

の健康
けんこう

をお守
  まも

りください。イエスさまの御名
み な

を

とおして、み前
まえ

にお祈
  いの

りいたします。アーメン 

 
マタイによる福音書

ふくいんしょ

11章
しょう

28～30節
せつ

   （ｐ２０） 

 

「新
あたら

しい天
て ん

と地
ち

を見
み

たとき」  （21-580） 

)） 

 

イエスさまは、「すべて重荷
お も に

を負って
お   

苦労
く ろ う

している者
もの

は、私
わたし

のもとに来
き

なさい。 

あなたがたを休ませて
や す      

あげよう。私
わたし

は柔和
にゅうわ

で心
こころ

のへりくだった者
もの

だから、私
わたし

の軛
くびき

を負
お

い、 

私
わたし

に学びなさい
ま な       

。そうすれば、あなたがたの魂
たましい

に安らぎ
や す    

が得られる
え    

。わたしの軛
くびき

は負
お

いやすく、

わたしの荷
に

は軽
かる

いからである」（マタイ 11:28～30）と言
い

われます。 

「重荷
お も に

」とは、自分
じ ぶ ん

にとって、とてもつらいこと、しんどいことです。私たち
わたし     

が生
い

きていくときに、

背負いきれない
せ お      

くらいの「重荷
お も に

」を背負
せ お

っていかなければならないことがあります。 

「軛
くびき

」とは、２頭
  とう

の牛
うし

や馬
うま

に木
き

の枠
わく

をはめて、その木
き

の枠
わく

に荷車
にぐるま

をつないで引かせ
ひ   

、畑
はたけ

を耕す
たがや  

作業
さぎょう

に使われます
つ か       

。イエスさまは、イエスさまの愛
あい

の軛
くびき

で、あなたの重荷
お も に

を、苦しみ
く る    

を一緒
いっしょ

に負
お

いまし

ょうと言われます
い    

。イエスさまは、最も
もっと  

弱く
よわ   

、小さく
ち い    

された人
ひと

のところに来て
き  

くださり、慰め
なぐさ  

、支
ささ

え、共
とも

に歩
あゆ

んでくださいます。 

「すべて重荷
お も に

を負って
お   

苦労
く ろ う

している者
もの

は、わたしのもとへ来なさい
き    

。 

あなたがたを休ませて
や す      

あげよう。」           マタイによる福音書
ふ く い ん し ょ

11章
しょう

28節
せ つ

 

交読
こうどく

詩編
し へ ん

（５） 詩編
し へ ん

24より《まねきのことば（6）》 ｐ.12 

  「共
とも

に歩んで
あ ゆ    

くださるイエスさま」                                     
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せいしょ
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「聖書
せいしょ
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きょうかい

 共同
きょうどう

訳
やく

］ マタイによる福音書
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11章
しょう

28～30節
せつ
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28「すべて重荷
お も に

を負って
お   

苦労
く ろ う

している者
もの

は、わたしのもとへ来なさい
き    

。あなたがたを休ませて
やす      

あ

げよう。 

29 私
わたし

は柔和
にゅうわ

で心
こころ

のへりくだった者
もの

だから、私
わたし

の軛
くびき

を負い
お  

、私
わたし

に学
まな

びなさい。そうすれば、

あなたがたの 魂
たましい

に安らぎ
やす    

が得
え

られる。 

30 私
わたし

のくびきは負いやすく
お    

、私
わたし

の荷
に

は軽い
かる  

からである。」 

 


